
プを敷き金貨物積載後積荷の上部において交差し，ロ ープの両

端を下登し，ロープ掛に緊締する ftt荷締をいう。巻締は主とし

て fil木材のような貨物の積荷締に用いられる。

2 段巻締 巻締を 2 段に行う積荷締をい 1. 2 段巻締

う。すなわち第 l 段の貨物を巻締後ロープ

の両端を上ブJに交差しておき，さらにその

上に第 2 段の積付をしその積荷上にまたロ

ープを交差して，最後にロ ー プ掛に締結す

る。この積荷締は丸太材 ・鉄管等の円滑な

貨物で輸送中沈下しやすいものに用いられ

る。 2 段巻締はロ ープが数回青空荷の庖中にそう入されるので積

荷が沈下するにしたがい，ロ ー プはその間際(かんげき)にくい

こむので常に緊E置を保つ点が特長とされている。

3 段巻締 巻締を 3 段に行うr;(荷締をいう。すなわち 2 段巻

締後ロ ープを上方に交差しておき，その上に 3 段のI'it荷を償絞

後両端を上方に交差して最後にロープ掛に締結する。

からみなわ 積荷相互を一体化して般荷の転務・移動を防止

するため，わらなわ類で積荷をくくり合わせることをいう。小

形貨物に施される。

千鳥がけ 積荷相互を一体化するため小 2. 千鳥がけ

なわ類で貨物相互をちどりが歩いた跡のよ

うにくくり合わせるこ とをいう。

くくり締 側板内または床板商上に貨物

総載後ロープを相対するロ ープ掛に緊締の

上引戻して駁荷上段の片側にロ ー プをく く

り掛輸を設け端をまE下しておく。さらにロ

ープの上にW;2 段の貨物を適当に獄放した

のち，その上に垂下しておいたロープを反対側IJの第 1 段f:J't荷上

のロープにくぐらせてもどし，かけ輸に通して，第 2 段の飲荷

の上方の片側に， ふたたびロ ープをくくりかけ輸を設ける。こ

れを順次 2 段 ・ 3 段に行い最後に上部で緊締する積荷締である。

なお僚術上段の両日IIJにロ ー プをくくり，掛紛を設けて順次上段

にしめつけるくくり締もある。

編券締 下段の積荷を巻締，上段の自在荷を編上締とする積

荷締をいう。すなわちロ ープをWllI床板商または貨車側板内の

適当の筒所に敷いておき，その上に貨物積載lì'èその上部におい

てロ ープをとりかわし，その両端を両側のロープ掛に緊縛後交

差しておき ， さらにその上に貨物を絞殺ししめつけ，ゆるまな

い適当な方法・で仮じめし， 順次これを上段におよぼして積み終

り ，後両側のロー プ掛に緊縛する fj(術締をいう。

高車券締 (ぬいまきじめ) 下段の貨物を巻締，上段の貨物を縫

上締とする飲荷締をいう。 すなわちロ ープを貨車床板商または

貨車問IJ板内の適当の箇所に敷いておき ， その上に貨物を積獄後

その上部においてロ ープをとりかわし， その両端を両目IJのロ ー

プ織に緊縛後交差しておき，さ らにその上に貨物を積載後外側

および上郊の貨物を各個ごとに経上げる積荷締をいう 。 縫巻締

は11t柱類を積載する犠合に用いる。

馬蹄掛 (ばていがけ) 積荷締のロープをロ ープ 3 馬蹄がけ

掛けに， またはnt木締のロ ープを建木またはステ ~ h 

ーキにまきつけないで単に引掛けることをしづ。 u也必J

ロープ締 綱締ともいう。ロ ー プをもって貸Jli L..J 

に官tí依した貨物が移動しないよう 11同締・償初f締 ・ 建木締を行う

ことをL、う 。

1 段締 一対の建木に対し， 1 筒所施すE並木締をいう。

2 段純 一対の建木およびステ ーキに対し 2 箇所に施す

建木締をいう。通常つぎの位置に施される。

かもつのさい

下設は削IJ板上貨物6'0般向さのよに相当する箇所， 上段は側板
。 4

上貨物僚抜高さのfに相当する箇所。

3 段締 一対のm木およびステーキに対し 3 箇所に施iす

建木締をいう 。 通常つぎの位置Eに施される。

下段は床板間上から貨物積載高さの十に相当する筒所， 中段
2 宅

Iì.床板而上から貨物mn京高さのーに相当する箇所，上段はl末板
。 4

面上から貨物償載高さの?に相当する箇所。この 3 段締は長物

事に木材等を積載した鴻合に多く用いられる。

償術締におけるロープの終端をロ ープ掛に結 4 と っくり結

ぶさいにはかこ結が用いられる。かと結はとっ

くり結・ ひょうたん結・舟子結ともいい， ロープ

をつぎのように他物に結びつけることをいう。

① 両括巻(りょうくくりまき)対立した肉強木

ともにロープ掛をする建木締の巻き方をいう。
特

② 片括巻 対立した建木の一方をロ ープ掛とし，他の-jJを

馬蹄掛とする nt木綿の巻き方をいう 。(海野替政)

かもつのけいかくゆそう 貨物の計画輸送 輸送能力が輸

送需要に応じられない場合に， 特定の物資について輸送量tの目

僚を設けて，相当長JtJJにわたって計図的に輸送することをしづ。

計画輸送に類似するものに定量輸送がある。 これはおおむね 1

箇月以上の期間にわたって， 毎 日ほぼ一定量;を託送できる貨物

を計画的に輸送するものであるが，}Ë量輸送を必要とするのは，

主として生産および取引のつごう上実施されているもので， 計

画輸送ではないが， 輸送能力が不足している場合にその紛送量ー

を計画的に規正するときは計画輸送である。

輸送にはH寺則的に ， 線区的にあるいは内容的に，輸送需要に

対して輸送能力が十分に応じられない場合が起るものである。

この場合には輸送能力の限度において輸送が抑制されるわけで

あるが，これは全般の物資に対して行われるものであるから計

画輸送とはいわない。

戦時 ・ 事変またはその直後においては輸送能力がいちじるし

く不足し，給送を統制していた時代には計画輸送が多 く 突施さ

れていたが， 紛送の情勢が緩和するにしたがって計画輸送を必

要とする湯合も少な く なる。

現行の貨物繍送手続においては， 出貨および輸送の的勢によ

り必要があると認められる場合は計画輸送を行うものとし，そ

の時期および方法については別に定めるこ とと している (酒本

昇)

かもつのさいていじゅうりょう 貨物の最低重量 巡送契

約の対象となる貨物 l 口の数量は，その量:の多少にかかわらず

運送の単位となるので， これに対応する運送原価としては，運

送数量に比例しない一定のものを必要とする。この経費を償う

ための l つの手段として貨物運賃計算重量に最低重量を設けて

いる。

国鉄における現行最低重量は，つぎのように定められている。

1 宅扱および小口扱 30 kg

2 事級

(1) 貨物等級表上波ト γ数の表示のない貨物

自動車線にまたがり 運送するもので，自動車線発となるもの

のうち貨物の長さ 8m をこえるものは 20 t 。

(2) 貨物等級表上滅トン数の表示ある貨物

ア 11ドを使用する場合 使用貨車の標記トン数から所定の

滅トン数を控除したトン数。

イ 2 事以上を使用する峨合 各使用貨車の標記トン数の和

から所定の滅ト γ数の恭1を控除したトン数。

ウ 自動車線にまたがり運送するもので自動車線発のものは




